
  

■耐風圧性能とは 
　強風などによってサッシやドアが変形したり、ガラスが破
損したり、また障子などが脱落することがないようにサッ
シ・ドアがどれくらいの風圧に耐えれるのかを表わす性能
のことです。 

　窓やドアには、採光・換気・人の出入り・プライバシーの保護といった機能があるのはもちろんですが、台風や火災から
住まいを守ったり、ストーブやエアコンを有効的に使うなど、それぞれの住まいで快適に暮らすためには欠かせない性能
があります。窓やドアの性能は車や家電製品と同様に日本工業規格（JIS）で規定されています。これらの性能について
それぞれの内容を説明します。 

■一般的な住宅の場合は 
　住宅に必要な性能はJIS等級では目安として 
○1階ではS-1（  80kgf/㎡「風速36m/s程度」） 
○2階ではS-2（120kgf/㎡「風速44m/s程度」） 
○3階ではS-3（160kgf/㎡「風速50m/s程度」） 
程度の性能が必要とされています。 
　ただし、住宅の立地条件により異なります。立地条件が
サッシに対して不利な場合（山の上など高い場所に建って 

■性能等級例 
　開口部に必要な耐風圧強度は、建物の形状・立地条件・
設置する高さなどにより求めることができ、JISで定義する
等級では、S-1、S-2、S-3の順に耐風圧性が高くなります。 
　それぞれの性能等級がどの程度かと言うと、例えば 
S-2の場合、サッシ一面1㎡当り120kg相当の力が均一に
加わった状態でサッシが変形しても変形量は基準以下で、
サッシに変形が残ったり、破損することはないということです。 

いるなど）は上記性能以上の性能が必要になります。 
　ただし、この基準は均一に加わることを想定しているた
め飛来物などで、ある箇所へ集中的に力が加わった場合
は破損することもあります。 
　強風や台風で、サッシ中央部が風によって押され、変形
したり元に戻ったりする状態がみられることがありますが、
前述の風速以下であればサッシに問題ありません。 
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■気密性能とは 
　サッシのすき間から漏れる空気の量を示す値で、サッシ
1㎡における1時間当たりの通気量を、JISで定義する等
級で表します。A-1、A-2、A-3、A-4の順に気密性能が高
くなります。 
　窓（サッシ）から出入りする空気の量が少ないほうが良
いということになります。夏や冬の外気と屋内の温度差が
大きい場合、気密性能が良くないと内外の空気の出入り
によって冷房や暖房の効率が悪くなることになります。 

　一般サッシはA-3、断熱サッシはA-4等級の性能が必要
とされます。 
　例えば、風速4m/sの風が正面から当たっている時に、
サッシ1m2あたりA-3等級では1時間に8m3以下、A-4等
級では1時間に2m3以下の空気が出入りする性能という
ことです。 
※風速4m/sとは、木の葉や小枝などが動き続けるほどの
　風の強さです。 
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■必要等級の目安　〔JISグレード（JIS　Ａ4706、Ａ4702）〕 
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